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三島美佐子・福原達人・真鍋徹・須田隆一

40．福岡県　追補

（A）　植物誌
局所フロラとして，熊谷信孝（2002）『貫・福智
山地の自然と植物』（海鳥社），熊谷信孝（2010）『英
彦山・犬ヶ岳山地の自然と植物』（海鳥社）が出版
された。
（B）　研究機関
福岡教育大学理科教育講座（宗像市）では，スタッ
フ1名により植物分類学・形態学の研究が行われて
いる。九州大学（福岡市）では，前回報告の後，大
学院比較社会文化学研究院環境変動部門生物多様性
講座（伊都キャンパス内）において，スタッフ2名
により植物の集団遺伝学，生物地理学，種分化の研
究が行われるようになった。
福岡県保健環境研究所（太宰府市）では，自然環

境と生物多様性の保全に関する研究の一環として，県
内の植生や植物に関する調査・研究が行われている。
県下で植物観察会などを開催している有志団体
は，北から順に，いのちのたび博物館自然史友の会，
北九州植物友の会，宗像植物友の会，福岡植物友の
会，糸島植物友の会，筑紫植物友の会・久留米野草
の会などが挙げられる。
（C）　標本
北九州市立自然史・歴史博物館（北九博）ハーバ
リウム（KMNH）では，約6万点の種子植物や約2
万点のシダ植物の標本を収蔵している（2012年10
月末時点）。
九州大学理学研究院生態学講座では，フロラ研究

に伴い，カンボジアを中心とする国外標本が収集さ
れつつある。なお，九州大学では，H17年からキャ
ンパス移転を開始し，H31年に移転を完了する予定
となっている。それに伴い，九州大学が所蔵する植
物標本類（農学部林学講座（FU）が管理する金平
コレクション・初島コレクション；同栽培学教室が
管理する竹内コレクション；同水産学講座が管理す
る瀬川コレクションを中心とした藻類標本；総合研
究博物館植物部門が管理する初島コレクションの一
部・中島コレクション・福岡植物研究会標本ほか）を，
新キャンパスでのハーバリウム（建設予定の博物館
内に設置）にて一元管理する方策を検討中である。

2011年3月11日の震災で被災した陸前高田市立
博物館の植物標本について，岩手県立博物館から依
頼により，北九博において300点，九大博において
100点が，ボランティアなどの協力を得てクリーニ
ング・補修された。それら全ての標本は，北九博に
て燻蒸・返送された。

（D）　レッドデータブック
福岡県レッドデータブック2001の改訂版として，

福岡県レッドデータブック2011『福岡県の希少野
生生物―植物群落・植物・哺乳類・鳥類―』が，普
及版とともに刊行されている（平成23年11月）。
植物群落89カ所，維管束植物606分類群のほか，
新たに蘚苔類，藻類，地衣類，菌類について掲載さ
れている。既述した『英彦山・犬ヶ岳山地の自然と
植物』（熊谷 2010）および『貫・福智山地の自然
と植物』（熊谷 2002）は，対象地域の植物種およ
び群落の分布・保全状況について記述しており，新
知見も含まれている。

（E）　植物群落
上記レッドデータブックの改訂版に，保護上重要

な群落に関する記述がある。

本稿の作成にあたり，大井和之氏（財団法人九州
環境管理協会）にも情報をいただきました。ここに
御礼申し上げます。

三島美佐子（〒812-8581福岡県福岡市東区箱
崎6-10-1九州大学総合研究博物館　mishima@
museum.kyushu-u.ac.jp）
福原達人（〒811-4192福岡県宗像市赤間文

教町1-1福岡教育大学理科教育講座（生物分野）
fukuhara@fukuoka-edu.ac.jp）
真鍋　徹（〒805-0071福岡県北九州市八幡

東区東田2-4-1北九州市立自然史・歴史博物館 
manabe@kmnh.jp）
須田隆一（〒818-0135福岡県太宰府市大字向佐
野39　福岡県保健環境研究所　suda@fihes.pref.
fukuoka.jp）
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